




















対象とはされ いない。幕末期の政治史研究が、政治の局面において 主体的に動いた人物を中心に考察、描写されてきたことが、そ 大いなる要因であろうと考えられる。
本稿においては、その対象を島津家によって営まれた京屋敷、なかでも文久二年よりその造営が開始され、
翌三年より暫定的に活用され始めた、現在、同志社大学今出川キャンパスとなっ いる地所 存在した屋敷を取り上げる。同地は、旧内裏空間の北に位置し、今出川通 隔てて、禁裏御所に程近く、縁家の近衛家と










最早、周知の事実である。よって家中における久光の権威は、なにか曖昧模糊とし ものなのだが、その存在感は大名家のトップ はずの大名を凌駕す ようにみえる。
ここで大名家という組織と大名の権威について説明しておきたい。大名家という組織の長は、言うまでも
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一つめに、家督および家職の継承についてである。近世の大名における家督継承は、概ね当主が健全な身
体状況である間になされる。年老いてからの家督相続が避けられるのは、 「武家諸法度」の規定上、 「末期養子の禁」に関わ という族制的な理由や、徳川幕府より大名家の存続を認めない処分（ 「改易」 ）や、大名座を巡る家中の党派対立により生じ 「御家騒動」へ 処罰から生じる政治的理由 どが考えられる。
そもそも前近代において「家」は、先祖代々から伝わる土地所領を維持継承していく存在として生成され、





する領地支配のトップ 、藩内統 に関わっていく。実際に、統括的 差配するのは幾人かの家老などからな 上級家臣であるので、あからさまに「大名親裁」がうたわれた政治状況でないかぎ 大名が統治および行政に関わる頻度は低く、政策決定の際 は上級家臣の稟議 よる決定事項への裁可を与えること一般的であり、稀に最終決定の際 会議（いわゆる 前会議）に参加することがあった。そのようななか、近世後期において領内支配のみならず、領国を越えた業務が生じてきた。それは「外交」であり 幕末期藩内業務を超えた国家レヴェル 施策への対応につ ては「国事」と呼ばれた。 「国事」はまた、天皇に奉仕する「王事」または「勤王」とし 読み替えられたりすることがあ が、ここでは双方を含む。この業務は、
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（基本的には徳川将軍や天皇に対して勤められたので、大名が主として勤め、それが困難なときにはあくまで大名の使者や代人が勤めた。
無論、幕末期でなくとも大名を筆頭におこなわねばならない「国事」業務はあった。それは「軍役」であ
る。戦国期といわれた時代、すなわち戦争の恒常性が認められる状況においては、その勤めは大名を主体とする軍事行動によっておこなわれてい が、江戸時代に入りこれが発動される機会といえば 将軍上洛に際する警備（供奉）と参勤交代 伴う江戸行き（上府）など 限 。
大名家中において「国事」は、大名を代表として担われた。 「国事」に対応するという理由づけこそ、 「朝





く、大名の「御側」から出てきた政治的人材 っ 従来的に近世 大名家に存在した大名の継承と、近世後期により偶発的にも成立した政事参加を旨とする「国事」によって、大名家中という組織において大名、あるいは「老公」はさら きな政治主体たりえた。
しかしながら、久光は「老公」ではない。越前藩の 平春嶽や土佐藩の山内容堂は、隠居した後、 「老公」
たる威厳をもって大名家中 政治権力を固持しえ が 久光は大名経験者ではない。ではどうし 、彼の主張や行動が、薩摩藩島津家という組織を主導でき のかを考 ていきたい。




進という。母は斉興 側室「由羅」で、斉興の正室「周子」との間に生まれたのが、八才年長の世子、斉彬である。文政元年（一八一八）三月、種子島久道 養子となって文政八年（一八二五）三月まで養育された。久光はその呼称を度々変えた。 「普之進」から「又次郎」へ 改めるのが、文政八年四月。文政十一年には「忠教」を諱とする。それから勝手名乗りで、天保十年（一八三九）十二月に「山城」を、弘化四年（一八四七）十月に「周防」と、擬似的な官途名を名乗り、文久元年（一八六一）四月に勝手名乗りに「和泉」 諱を「久光」と変えた。通常、名乗ることを避け 実名である諱を変えることは、彼自身の特徴であるとともに、これを変えた文久元年四月 いう時期が彼にとって最大の転機であったといえる。
文政八年四月の島津宗家への復帰の後、同年十一月、今度は島津家の領邑重富島津家に養子に入り、天保






ることのみならず、大名の執りうる外交業務にかか 案件にさえも、 「加談」すなわち意見が きるようになったことを意味した。















島津宗家へと所属が変わった直後の四月二十三日になされた改諱で った。当然、大名としてではない 大名の政治参加を補佐する立場であった。そ は従前の「後見」として はなく、新たな敬称によって呼称される地位で、 「国父」という、島津家中に存在しない当時として 聞き慣れない肩書きを得た。 「薩摩国の




ける言動に規制がかかり、国父への発言の際に「被仰上」との一段上位のものへの対応が義務付けられた。「国父」として、藩主茂久を軸とし、島津家の権力を維持、専制的な政治体制へと増強しようとはかった。文久元（一八六一）年十月における島津一門の家老衆を藩政要路から退け、かつ、先代の斉彬によって登用されていた才能を、茂久の側に参入させる形で、大名「御側」の政治力の拡充をはかった。小松帯刀・大久保一蔵（利通） ・堀仲左衛門（のち伊地知貞馨）らといった、前藩主斉彬を支持し、 つ藩政改革を求めた藩士グループ 誠忠組）であった。彼ら 藩主茂久の「御側」となり これを久光がプロモートする形で展開されてゆく。久光が目指したものは、島津家中が宗家主体に運営しうる体制を築くことであった。それは従前のとおり、
藩内統治によって秀でた功績を上げることよりむしろ、藩領の外でインパクトのある政治を展開し、これを理由付けとして家中における権威 獲得しようという方法によるも であった。方法として選択されたの 、外向きには徳川日本の政治体制の改編 主張 、家中に対 ては 斉彬 遺志」に沿うものと説明された。島津家のみならず、安政大獄を経験して後、国事運動に携わった大名家に共通するテーマであった。
久光主導の政治体制が、国元で生成されていくなか、外交の場となる「京」には、久光および久光周辺の
人材が長期にわたり滞在できうる「場」の創出が必要となった。













洛中の町人地から独立したもの ②屋敷地が隣接する町屋と近接し、街路に面しているもの、③屋敷地が街路からみて 屋の奥に所在する が存在する。
将軍上洛への供奉および公務遂行の利便性から考えれば、町中に大きく立地するものが理想であろうが、







して短冊状の細長い、いわゆる「う ぎの寝床」と呼称された京町 奥側に面した 元来、町の共有スペースであった空間である。この うな地所は、徳川 が必要に応じて買得し、京都の公的な役向にあたる大名に「拝領屋敷」 形で付与するケースが多かった。これに加え、拝領した土地の周り 町屋を重ねて買得することにより、街道に表 屋を設置した間口の大きな京屋敷 創出された。
では、薩摩藩京屋敷の場合はどうか。薩摩藩が洛中に屋敷を構えた起源については、管見の限り、史料が









の成立と推察される。また、同書には室町 条の屋敷は記載されず、それ以前の京屋敷の有した機能は、錦小路屋敷に移されたと考えてよい。同屋敷 、薩摩藩用達の京商人 大橋金左衛門、藤本彦右衛門を代理人として購入にかかる作業がな 、街路に面した地所が次々に買い足 て幕末に至 。薩摩藩は、この錦















大名の上京が頻繁化すると、大名家においては、概ね、藩が役務執行 ために所持す 屋敷 大名の居所を置かないこと 通例であっ 。国元の城内同様、役務空間と大名 私 空間が分けられてい ことと理由を同じくする。その意味でいえば、久光の上京はそ らの先駆となる事例 あっ 半面、手探りの状況が否














た浪士沈静の勅諚を久光に与え、浪士に対する粛清がおこなわれる。久光は藩の枠を越えて、命に応じ、浪士を処分すること できたが、この粛清において「上 打ち」にあったのは、薩摩藩島津家臣のみである。久光がおこなうべきは、前述のとおり、大名ではない久光自身 外交専管の「御側」 作ることであった。文久二年二月、久光は、京での政治行動 先んじて、鹿児島城二の丸において島津家臣一同に対し、他大名家臣および浪 と一切の関係を つことを禁じる訓戒を示した。 「寺田屋事件」と呼ばれる久光 浪士粛清は、訓戒に背いた島津家臣を、久光が藩主茂久よ 許された裁断権を行使して執行さ その意味 おいていえば、京 おける公家社会への対応や、江戸に赴く道中の久光周辺の警護や、また江戸城登城 段取りなどは、久光における最良の「側」がおこなう予定であった。
京における久光の「側」の最初の業務は、縁家である公家 近衛家への動線を確保することであった。京
における島津家の外交 は、近衛家は欠くべからざるもの 認識されていた であ 。文久元年（一八六一）十一月から、大名の側に仕える小納戸頭取中山中左衛門と、その下役であった大 保一蔵（のち利通）が近

































乗りであった「和泉」から「三郎」と改称するよう命じられた。 「三郎」は「島津家嫡統」を指す通称であり、朝廷が、大名ではない久光を「嫡統」と認識したということになる。無位無官の久光が、宮廷社会において島津家の代表としての認識だけでなく、信頼すべきとの評価を得た証左であった。五月十四日の参殿の際には、数日後に控えた江戸行きの挨拶や、老中久世広周の上京にかかる問題などが議せられたのであろう。この折も休息所の利用 求められている。必要以上のもてな を断っている部分においても、林光院への度重なる逗留が窺える。
文久二年六月八日、京都留守居役で伏見留守居役を兼帯する本田弥右衛門は、次の書状を相国寺塔頭光源















て、昌平黌修学者の信頼と憧憬を集めた人物であった。大名が居城や江戸屋敷以外の場所に駐留する際、屋の内外を問わず基本的には家紋の入った幔幕を張り、その場所における存在を示した。それは、そこにとどまる人間の名称と用途を記した「宿札」 掲げることについても同様であ 。すなわち、久光が滞留するときに必要となる幔幕や宿札 適当な場所に置かせてほしいという依頼で、この段階で、相国寺内 塔頭は、島津久光の宿所として利用されていたと考えられる。史料中、白石圓蔵は、薩摩藩が取引した業者であろうと考えられ、宿札十一枚という数から考えても、相応の利用回数が想定されていたと推察される。ただし、五月二十二日に 久光一行は、勅使大原重徳を警護して、江戸 向かって京を発っている で、久光自身は京には不在であるが その直後から久光の帰京と政治活動が想定されていた こととな 。近衛家を通路とし、近隣、相国寺内の塔頭を宿所 した京における久光の政治活動は、江戸からの帰京後 具体的に展開されていく ずであった。
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その意味でいえば、およそ二カ月半江戸に滞在し、八月二十一日、武蔵国生麦村において横浜在留のイギ
リス人リチャードソンを殺害、いわゆる生麦事件が勃発したことは大いなる誤算となった。翌閏八月八日に帰京した久光は、関白職に就任した近衛忠熈と連携し、安易な攘夷主義のみに傾倒しようとする京の政情の刷新をはかったが、生麦事件 端を発するイギリス側ニール代理公使と幕閣 間での訴訟状況や、薩摩藩の異人殺しに感銘を受けた公家の外国人への迫害意識の高揚を察し、同二十三日には京を発って、帰国の途につくことになった。イギ スとの戦闘状況 想定した帰国 解されるが、文久二年の京を拠点とする久光政治体制は一旦、休止することになった。
これまでの研究においては、久光における京を拠点にした政治活動が途切れると解されたが、久光サイド
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余を対象とされ、この藪地を整地して屋敷地とする。借地料は一年間、米五十四石を支払うということが取り決められている。加えて境内地内の大門町、鹿苑院の門前東西両町、石橋町、九軒町の敷地四千二百二十一・九坪につい は、借地料が年間六石、総じて六千九百四十六・九坪余りを年間六 石の代価で借り受けるという。支払いは、毎年十二月十九日 日限とし、その年の銀相場に換算して納付するというもの あっ















れた人員より説明すると、内田仲之助は当時の京都留守居役で、 「政風」という号が知られた人物であり 島津家の側役を務める家を出自とする人物である。明治維新後も久光にその創立が許された玉里島津家の家令として、同家の家政運営に当たった人物である。村山下総は、通称の「斎助」を名乗ることが多く、京都留守居添役である。横田鹿一郎 ついては、人物情報が把握できないが 伊勢勘兵衛ととも 、当該期に発給された文書には その名が頻出する人物である。この他、伏見留守居役の本田弥右衛門においてもいえるが、












はなかったのか、宿舎とした東山の知恩院へ数日滞在し、帰国の途に着く。二本松屋敷は普請中で、久光が滞在 おろか、政治拠点たりえなかったことも帰国の原因となったと推察される。しかしながら、文久三年九月、久光の三度目 上京を翌月に控え、久光の居住空間の充実化 図るために相国寺に要求がなされたのであろう。史料中、 「座之間」は、す わち「御座の間」といって 大名もしくはこれに代わる家中の権威者が通常住ま 部屋であり、 「御納戸」は大名側近が詰めた部屋であ 写真は、 「京都二本松藩屋敷絵図」で
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七月二十二日条には、 「今朝火未止」と依然として残党狩りの際に出た火はやまないとあり、 「焼ヌケ、河



























樋口」より分水して、二本松屋敷に引き込むことが要請されている。屋敷に引き込む際、 「鹿苑院境内」を通さねばならないけれども 普請によって破損など生じた際には、島津家の責任で修理することが申し送られている。この折の京都留守居吉井幸輔は、大名の側に 成された有志集団「誠忠組」の中心的人物で、文久二年以降、島津久光 「側」において、その外交運動の要になって動いた。吉井がいよいよ京屋敷詰 なって、久光不在の京においても主体的に政治活動を展開しうる状況を作って ることがうかがえる。慶応元年（一八六五）八月にも、二本松屋敷は政治拠点としてもはや完成形となり得ていたといえる。
慶応二年（一八六六）正月、島津家と長州藩毛利家との間で、島津家が毛利家をどのように援護、支援す
るのかをめぐって、業務提携がなされる。いわゆる薩長同盟であるが、この提携には両家中の人員以外に、多方面 大名家臣および浪人が関与した。関与の大小を問わず、薩摩藩二本松屋敷には、大名および島津久光の居住、逗留が、慶応三年（一八六七）四月までなかったため、外部者の出入が比較的旺盛になされるようになった。土佐藩 出て、長崎亀山に結社をつくり、薩摩藩の代行業者として物資運搬を旨とする業務を指揮していた坂本龍馬は、その代表的な 物の一人として数えられよう。⑹薩摩藩二本松屋敷 政治的意義
薩摩藩二本松屋敷の政治的意義が何であったかを考えていく。大名京屋敷に 先述した京の町の空間利




引き起こした。国元にいる ずの大名あるいはそれに代わる人間が上京し、居を構えて滞在する。そこでは、国元の住空間に近い居住性、利便性が求められ 行政 場たる京屋敷とは異なるものと解釈された。居城以外の大名 居場所、すなわち 「本陣」である。 「本陣」 は、概ね大きな寺院が宛てられ、そ 塔頭を借用して仮住まいとした。あくまで旅館的 用である。文久年間 大名家の政治運動が、大名の上京と滞在を基本的な条件として進められたので、京 は大名の「本陣」がひしめき合う状況が生まれた。
一方、屋敷については、洛中、殊に近世初期から求められた二条城周辺の物件は乏しく、自然、鴨川の東、
すなわち鴨東地域に広 な地所を求める動きが現れた。政治主体た 大名は「本陣」に、藩士 兵卒とし屋敷に、といった構図が京では成立していた。しかしながら、大名自ら 国事 対応をおこなうこ が徳川幕府によって否定された元治元年四月段階以降、おのずから が「本陣」とな ケースが減少していく。大名の「国事」への対応の変化 、幕末期の京の空間構造を変え のである。大名によ 国事 対応から大名家臣 政治行動 。大名外交から内乱をふまえた軍事対応へ。この文久期 政治主旨から元治・慶応期の政治主旨へ 転換は、鴨川以東 農村空間に、尾張藩徳川家 土佐藩山内家など大規模な 家の下屋敷地を成立させ、常時、藩兵がプールされていくようになる。









半期であ 。浪士集団新選組 あらたな幕府兵 新徴組によって京でおこる政治犯罪が取り締ま れると、










務であったと解し その方法論上に、京屋敷は存在し、国元ではなく、京を拠点として外交政策を推進せんとしたことについて、考察した。このような久光の政策は 彼自身が大名ではなく、大名たる島津茂久の父であり、 「国父」 う稀有な尊称によって称えられた、大名家中のなかで極めて曖昧な存在であったことも影響しよう。大名が、藩の政治施策 矢面に立つことは、日本近世において 稀なことであり、その際には「改革」と称される藩政の抜本的な見直しが図られた。
また久光には、鹿児島城にとどまる必要性がない。かつて、筆者が問うた島津久光の率兵上京の意義につ
いて、付言するならば、久光によって政治指揮がなされる場こそ、京であり、それゆえに、 久保や中山小松らによる積極的 準備工作がなされた であろう。京 いう「場」自体が、久光の政治 おける方法論となりえたのである。しか ながら、生麦事件によって生じたイギリスと 紛争や あら な国是樹立のために関与した朝議参与制度の瓦解は 京を活かし い久光の政治における想定外の出来事であ 結果、






























































1（）　「久光公御上洛ニ就而布告幷御行列 」 （市来四郎 石室秘稿」一一一︲二九二〇五三、国立国会図書館憲政資料室蔵）





























































01_【日文研】紀要22_笹部昌利_001-032.indd   31 17/03/24   18:03
01_【日文研】紀要22_笹部昌利_001-032.indd   32 17/03/24   18:03
